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               Souseki Natume and his Writing Logic

Abstract

  Soseki Natsvame completed studies in England ixx January of the 36th year of the Meiji

era (1903). After his retum to Japait, he wrote about writing }ogie and a}so wrote

discriptiolt itovels. His work was alt enriched combination of Eastern axxd Western }itera-

ture aitd included writing logic from Japanese Haikkk. Soseki's style beeome typical in

the Meiji period. This research describes axxd explains how Soseki's logic developed in the

early stage's of his life.
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り
、
西
洋
に
は
な
い
、
東
洋
的
な
境
地
、
思
想
か
ら
の
文
章
論
で
あ
る
。

　
見
て
き
た
よ
う
に
、
漱
石
の
初
期
の
文
章
論
は
、
名
評
論
「
写
生
文
」
で
一
定

の
到
達
点
に
辿
り
着
い
た
。
し
か
し
、
前
掲
「
文
章
の
混
乱
時
代
」
「
将
来
の
文

章
」
で
指
摘
し
て
い
た
、
文
語
と
口
語
、
ロ
本
語
の
特
質
、
及
び
日
本
語
の
文
章

構
造
の
問
題
は
、
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
漱
石
は
、
西
洋
、

東
洋
の
双
方
の
文
章
を
鋭
く
解
析
し
て
い
た
が
、
実
は
漱
石
自
身
の
書
く
文
章
は
、

説
明
的
で
重
複
的
な
表
現
が
多
く
、
ま
た
、
言
葉
を
象
徴
的
に
使
う
こ
と
は
な
く
、

よ
く
伏
線
は
張
る
が
、
い
わ
ゆ
る
連
想
や
韻
致
と
は
異
な
る
、
正
に
、
英
語
、
英

文
の
文
章
で
あ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
、
日
本
的
、
東
洋
的
な
言
葉
の
使
い
方
、
或

い
は
、
文
章
で
は
な
い
。
初
期
に
は
、
美
文
と
呼
ば
れ
る
文
章
も
あ
り
、
言
葉
を

拡
げ
る
試
み
も
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
、
自
己
の
構
築
し
た
文
章
理
論

を
、
作
品
の
上
で
実
践
し
完
成
さ
せ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
今
で
は
、
漱
石

の
文
章
論
な
ど
語
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
、
こ
こ
で
提
示
さ
れ
た
、
日
本
語
、

ロ
本
の
文
章
表
現
の
難
題
は
、
以
前
と
し
て
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

課
題
を
、
取
り
込
み
、
乗
り
越
え
た
上
で
の
、
ロ
本
、
東
洋
的
境
地
か
ら
の
文
章

と
い
う
も
の
は
、
果
た
し
て
可
能
か
。
漱
石
は
〈
天
才
に
待
つ
よ
り
外
な
い
〉
と

言
っ
て
い
た
が
、
新
し
い
文
章
を
作
り
、
新
時
代
の
文
学
を
生
み
出
す
た
め
に
、

こ
の
文
章
論
を
熟
思
し
て
み
る
の
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（（（（（（（（（（10987654321注））））））））））
皿
現
時
の
小
説
及
び
文
章
に
付
て
」
（
明
治
一
、
、
十
八
年
八
月
一
目
『
神
泉
』
）

皿
予
の
愛
読
書
」
（
明
治
三
十
九
年
一
月
一
三
『
中
央
公
論
』
）

皿
余
が
文
章
に
稗
益
せ
し
書
籍
」
（
明
治
三
十
九
年
一
一
．
月
十
五
口
『
文
章
世
界
』
）

皿
文
学
談
片
」
（
明
治
一
、
一
十
九
年
六
月
十
日
『
中
学
世
界
』
）

圓
夏
目
漱
石
氏
文
学
談
」
（
明
治
三
十
九
年
八
月
一
U
『
早
稲
田
文
学
』
）

圓
文
章
の
混
乱
時
代
」
（
明
治
一
、
、
十
九
年
八
月
十
五
U
『
文
章
世
界
』
）

圓
文
章
一
口
話
」
（
明
治
三
十
九
年
十
一
月
一
U
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
）

皿
自
然
を
写
す
文
章
」
（
三
十
九
年
十
一
月
一
U
『
新
声
』
）

皿
将
来
の
文
章
」
（
明
治
四
十
年
一
月
一
日
『
学
生
タ
イ
ム
ス
』
）

㎜
語
学
養
成
法
」
（
明
治
四
十
四
年
一
月
一
日
、
二
月
一
日
『
学
生
』
）

（
東
海
学
園
大
学
人
文
学
部
人
文
学
科
）
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が
少
な
い
〉
　
〈
暢
び
／
＼
し
た
気
が
す
る
〉
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
写
生
文
家
の

態
度
が
〈
全
精
神
を
奪
は
れ
て
仕
舞
は
ぬ
か
ら
〉
で
あ
る
。
つ
ま
り
写
生
文
家
の

描
写
は
、
多
く
は
く
客
観
的
〉
で
あ
り
、
客
観
的
と
は
〈
我
を
写
す
に
あ
ら
ず
彼

を
写
す
と
い
ふ
態
度
を
意
味
す
る
〉
の
で
あ
る
、
と
言
う
。
こ
の
部
分
は
、
前
掲

「
現
時
の
小
説
及
び
文
章
に
減
て
」
で
も
触
れ
た
が
、
文
章
技
術
だ
け
で
な
く
、

漱
石
自
身
の
文
学
全
般
ま
た
人
生
態
度
で
も
あ
る
。
繰
り
返
す
が
、
こ
れ
が
、
漱

石
が
文
学
史
上
で
、
余
裕
派
、
高
踏
派
と
呼
ば
れ
る
所
以
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
写
生
文
家
は
〈
何
事
を
写
す
を
揮
か
ら
ぬ
〉
が
、
た
だ
〈
拘
泥
せ
ざ
る
を
特

色
〉
と
す
る
か
ら
、
書
い
た
も
の
に
は
く
筋
の
な
い
も
の
〉
が
多
く
、
普
通
の
読

者
か
ら
言
え
ば
〈
物
足
ら
な
い
〉
　
〈
し
ま
り
が
な
い
〉
　
〈
漠
然
と
し
て
捕
捉
す
べ

き
筋
が
貫
い
て
居
ら
ん
〉
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
写
生
文
家
は
〈
筋
と
は
何
だ
。

世
の
中
は
筋
の
な
い
も
の
だ
。
筋
の
な
い
も
の
、
う
ち
に
筋
を
立
て
、
見
た
っ
て

始
ま
ら
な
い
ぢ
や
な
い
か
〉
　
〈
筋
が
な
け
れ
ば
文
章
に
な
ら
ん
と
云
ふ
の
は
窮
屈

に
世
の
中
を
見
過
ぎ
た
話
〉
と
主
張
す
る
。
こ
の
論
文
の
最
後
は
、
次
の
よ
う
に

締
め
括
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
写
生
文
家
も
か
う
極
端
に
な
る
と
全
然
小
説
家
の
主
張
と
相
容
れ
な
く
な

　
　
る
。
小
説
に
於
て
筋
は
第
一
要
件
で
あ
る
。
文
章
に
苦
心
す
る
よ
り
も
背
景

　
　
に
苦
心
す
る
よ
り
も
趣
向
に
苦
心
す
る
の
が
小
説
家
の
当
然
の
義
務
で
あ
る
。

　
　
従
っ
て
巧
妙
な
趣
向
は
傑
作
た
る
上
に
大
な
る
影
響
を
与
ふ
る
も
の
と
、
誰

　
　
も
考
へ
て
る
る
。
所
が
写
生
文
家
は
そ
ん
な
事
を
主
眼
と
し
な
い
。
の
み
な

　
　
ら
ず
極
端
に
行
く
と
力
め
て
筋
を
抜
い
て
迄
其
態
度
を
明
ら
か
に
し
や
う
と

　
　
す
る
。

　
　
　
か
く
の
如
き
態
度
は
全
く
俳
旬
か
ら
脱
化
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
泰
西

　
　
の
潮
流
に
漂
ふ
て
、
横
浜
へ
到
着
し
た
輸
入
品
で
は
な
い
。
浅
薄
な
る
余
の

　
　
知
る
限
り
に
於
て
は
西
洋
の
傑
作
と
し
て
世
に
う
た
は
る
、
も
の
、
う
ち
に

　
　
此
態
度
で
文
を
や
っ
た
も
の
は
見
当
た
ら
ぬ
。
（
尤
も
写
生
文
家
の
か
い
た

　
　
も
の
に
も
是
ぞ
と
い
ふ
傑
作
は
ま
だ
な
い
様
で
あ
る
）

　
さ
ら
に
〈
窮
命
は
俳
句
、
写
生
文
は
写
生
文
で
面
白
い
。
其
態
度
も
亦
東
洋
的

で
頗
る
面
白
い
〉
と
続
け
て
い
る
。
こ
の
論
文
で
漱
石
は
、
小
説
は
〈
筋
〉
で
あ

り
、
文
章
、
背
景
よ
り
も
〈
趣
向
〉
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
写
生
文
家
は
〈
筋
〉

を
抜
き
、
そ
の
〈
態
度
〉
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
再
び
、

前
掲
「
文
学
談
片
」
等
で
示
し
た
、
筋
と
描
写
に
つ
い
て
に
触
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
は
く
俳
句
か
ら
脱
化
〉
し
て
来
た
も
の
で
、
西
洋
に
は
、
こ
の
様
な
態

度
で
書
か
れ
た
文
学
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
俳
句
か
ら
の
写
生
文
も
ま
た
〈
東

洋
的
〉
で
面
自
い
、
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
結
論
は
、
前
掲
論
文
「
自
然
を
写
す

文
章
」
の
発
展
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
俳
句
、
俳
文
か
ら
の
東
洋
的
な
文
章
と
い

う
こ
と
を
強
く
標
榜
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
先
に
展
開
し
た
数
々
の
文
章
論
か
ら
「
写
生
文
」
に
到
る
ま
で
、
漱
石
の
求
め

た
文
章
と
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
今
一
度
、
要
約
す
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
、
力
強
く
雄
々
し
く
、
自
由
自
在
で
気
取
っ
て
お
ら
ず
、
簡
潔
で
締
っ
て
い

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
文
章
を
書
く
上
で
は
、
筆
者
自
身
の
、
物
事
を

見
る
と
き
の
解
釈
、
観
察
力
、
心
的
状
態
を
重
要
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
加
え
て
、

ゆ
と
り
、
余
裕
、
客
観
的
と
い
う
姿
勢
を
保
つ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
書
く
態
度
は
、

俳
句
、
俳
文
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
、
自
然
、
人
間
の
、
生
を
写
す
〈
写
生
〉
で
あ
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対
に
〈
日
本
の
思
想
で
考
へ
た
事
は
又
充
分
西
洋
の
語
で
書
け
な
い
〉
が
、
そ
れ

は
く
私
に
西
洋
語
の
素
養
が
足
り
な
い
〉
か
ら
で
あ
る
、
と
言
う
。
さ
ら
に
日
本

の
思
想
が
、
西
洋
に
接
近
す
る
に
従
っ
て
、
日
本
の
〈
今
日
の
文
章
よ
り
も
、
も

っ
と
複
雑
な
説
明
法
と
広
い
言
葉
〉
が
生
ま
れ
な
け
れ
ば
か
な
わ
な
い
。
ま
た
、

元
来
〈
単
語
で
も
西
洋
語
の
方
が
多
く
、
殊
に
英
語
な
ど
に
は
種
々
の
語
源
が
あ

っ
て
、
一
つ
の
事
で
も
幾
通
り
に
も
云
ひ
現
は
す
事
〉
が
出
来
る
。
日
本
の
今
の

言
文
一
致
は
〈
細
か
い
所
ま
で
書
き
現
は
さ
れ
る
〉
が
、
た
だ
〈
語
尾
が
変
化
し

た
ま
で
で
何
も
擬
古
文
と
相
違
な
い
〉
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
〈
会
話
の
込
入
っ

た
も
の
な
ど
は
到
底
書
き
あ
ら
は
す
事
は
不
可
能
〉
で
あ
る
。
今
日
で
は
、
段
々

に
〈
新
語
が
出
来
、
新
語
法
が
生
ま
れ
つ
、
あ
る
〉
が
、
こ
れ
ら
が
く
普
通
に
認

識
さ
れ
る
に
は
中
々
時
間
も
か
、
る
〉
と
言
う
。
そ
し
て
漱
石
は
、
ロ
本
の
文
章

で
〈
合
図
を
非
常
に
う
ま
く
配
列
す
る
と
か
〉
　
〈
力
あ
る
も
の
を
書
く
と
か
〉

〈
又
優
し
い
云
ひ
あ
ら
は
し
方
を
初
め
る
と
か
〉
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
は
く
人
々

の
⊥
夫
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
天
才
に
待
つ
よ
り
外
は
な
い
〉
と
論
じ
て
い
る
。
こ

こ
で
漱
石
は
、
西
洋
に
比
べ
て
、
日
本
語
は
言
葉
が
足
り
な
い
、
文
章
の
説
明
法

等
が
不
充
分
で
あ
る
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
現
在
、
新
語
も
新
語
法
も
出
て
は
い

る
が
、
も
っ
と
、
も
っ
と
講
本
の
言
葉
が
拡
が
り
、
辞
旬
や
表
現
も
工
夫
さ
れ
、

新
し
い
理
想
的
な
文
章
が
生
ま
れ
出
る
こ
と
を
、
強
く
願
っ
て
い
る
。
な
お
、
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

や
後
年
の
こ
と
に
な
る
が
、
漱
石
に
は
、
長
文
の
「
語
学
養
成
法
」
と
い
う
論
文

が
あ
り
、
そ
こ
で
日
本
人
の
語
学
力
の
低
下
を
危
惧
し
、
そ
の
原
因
を
探
る
と
と

も
に
、
復
活
、
向
上
さ
せ
る
た
め
の
方
策
を
講
じ
て
い
る
。
こ
の
論
文
は
、
英
語

に
限
ら
ず
、
日
本
語
の
勉
学
の
た
め
に
も
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
東
、
西
に
渡
る
広
い
学
識
、
実
の
あ
る
海
外
留
学
体
験
か

ら
の
、
言
葉
、
文
章
論
考
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
深
く
重
い
。

　
述
べ
て
き
た
初
期
の
文
章
論
、
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
書
か
れ
た
論
文
が
、
明
治

四
十
年
一
月
二
十
日
に
『
読
売
新
聞
」
に
発
表
さ
れ
た
「
写
生
文
」
で
あ
り
、
漱

石
の
文
章
論
の
中
で
、
最
も
評
価
の
高
い
作
品
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
漱
石
は
、
近
頃
よ
う
や
く
写
生
文
の
存
在
が
認
め
ら
れ
た
が
、
未
だ
、

写
生
文
と
普
通
の
文
章
の
〈
差
違
〉
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
差
違
は

〈
作
者
の
心
的
状
態
〉
　
〈
人
生
観
〉
　
〈
態
度
〉
に
あ
る
。
人
事
に
関
す
る
文
章
は

〈
視
察
の
表
現
〉
で
あ
り
、
文
章
の
差
違
は
〈
視
察
の
差
違
に
帰
着
〉
す
る
。
写

生
文
家
は
、
い
か
な
る
こ
と
を
書
い
て
も
く
皆
共
有
の
点
〉
、
同
じ
く
人
生
観
〉

を
有
し
て
お
り
、
こ
の
視
察
の
立
場
を
紹
介
す
る
の
が
、
筆
者
の
〈
責
任
〉
　
〈
義

務
〉
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
先
に
触
れ
た
「
現
時
の
小
説
及
び
文
章
に
付
て
」

の
、
解
釈
、
観
察
、
荘
重
さ
等
に
つ
い
て
と
重
な
り
合
う
。
そ
し
て
漱
石
の
説
く
、

写
生
文
家
の
態
度
と
は
、
つ
ま
り
〈
大
人
が
子
供
を
視
る
の
態
度
〉
で
あ
る
、
と

言
う
。
例
え
ば
、
子
供
は
よ
く
泣
く
が
、
子
供
が
泣
く
た
び
に
一
緒
に
泣
く
親
は

い
な
い
。
同
じ
よ
う
に
、
写
生
文
家
は
〈
泣
か
ず
し
て
他
の
泣
く
を
叙
す
る
〉
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
〈
人
問
に
同
情
が
な
い
作
物
〉
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
写
生
文
家
の
同
情
と
は
〈
気
の
毒
の
念
に
堪
え
ぬ
裏
に
微
笑
を
包
む
同
情
〉

で
あ
り
、
そ
れ
は
く
冷
刻
〉
で
は
な
く
＜
世
間
と
共
に
わ
め
か
な
い
〉
ば
か
り
で

あ
る
。
従
っ
て
、
写
生
文
家
の
書
い
た
も
の
に
は
く
ゆ
と
り
〉
が
あ
り
く
屈
託
気
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徐
々
に
進
化
し
て
い
く
。
漱
石
が
、
ど
の
よ
う
な
文
章
を
求
め
て
い
た
か
が
、
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

も
凝
縮
さ
れ
て
言
い
表
さ
れ
て
い
る
論
文
が
、
次
の
「
自
然
を
写
す
文
章
」
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
〈
漢
文
く
づ
し
の
文
体
が
可
い
か
、
言
文
一
致
の
細
か
い
と
こ
ろ

へ
手
の
届
く
文
体
が
軽
い
か
〉
は
考
え
も
の
で
あ
る
。
言
文
一
致
は
〈
韻
致
と
か
、

精
細
〉
と
か
い
う
が
、
し
か
し
〈
精
細
に
描
写
が
出
来
て
居
て
し
か
も
余
韻
に
富

ん
で
居
る
〉
と
い
う
よ
う
な
文
章
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
自
然
を
写
す
に
く
な
に

も
そ
ん
な
に
精
細
に
写
す
必
要
〉
は
な
い
。
そ
れ
は
く
読
者
が
読
む
の
に
読
み
苦

し
い
ば
か
り
で
何
の
価
値
も
あ
る
ま
い
〉
と
言
う
。
そ
し
て
、
漱
石
の
考
え
る
良

い
文
章
と
は
〈
風
景
の
中
心
に
な
る
部
分
を
、
す
ツ
と
巧
み
に
な
す
っ
た
や
う
な

も
の
が
非
常
に
面
白
い
、
目
に
浮
ぶ
〉
　
〈
中
心
点
を
読
者
に
示
し
て
、
そ
れ
で
非

常
に
面
白
味
が
あ
る
と
い
ふ
や
う
に
書
く
の
は
、
文
学
者
の
手
際
で
あ
ら
う
〉
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
の
最
後
は
、
次
の
よ
う
に
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
だ
か
ら
長
々
し
く
叙
景
の
筆
を
弄
し
た
も
の
よ
り
も
、
漢
語
や
俳
句
な
ど

　
　
で
、
一
寸
一
句
に
そ
の
中
心
点
を
つ
ま
ん
で
書
い
た
も
の
に
、
多
大
の
連
想

　
　
を
ふ
く
ん
だ
、
韻
致
の
多
い
も
の
が
あ
る
と
い
ふ
の
は
、
畢
尭
こ
、
の
消
息

　
　
だ
ら
う
と
お
も
ふ
。
要
す
る
に
、
一
部
一
厘
も
ち
が
は
ず
に
自
然
を
写
す
と

　
　
い
ふ
事
は
不
可
能
の
事
で
は
あ
る
し
、
又
な
し
得
た
と
こ
ろ
が
、
別
に
大
し

　
　
た
価
値
の
あ
る
事
で
も
あ
る
ま
い
。
そ
の
証
拠
に
、
よ
く
叙
景
な
ど
の
文
を

　
　
よ
ん
で
、
精
し
く
検
べ
て
見
る
と
、
随
分
名
文
の
中
に
、
前
に
西
向
き
に
な

　
　
つ
て
居
る
も
の
が
後
に
東
向
き
に
な
っ
て
居
っ
た
り
、
方
角
の
矛
盾
な
ど
が

　
　
随
分
あ
る
け
れ
ど
も
、
誰
も
そ
ん
な
事
を
捉
ま
へ
て
議
論
す
る
も
の
も
無
げ

　
　
れ
ば
、
そ
の
攻
撃
を
し
た
も
の
も
聞
か
な
い
。
で
、
要
す
る
に
自
然
に
し
ろ
、

　
　
事
物
に
し
ろ
、
之
を
描
写
す
る
に
、
そ
の
連
想
に
ま
か
せ
得
る
だ
け
の
中
心

　
　
点
を
捉
へ
得
れ
ば
そ
れ
で
足
り
る
の
で
あ
っ
て
、
細
精
で
も
面
白
く
な
け
れ

　
　
ば
何
に
も
な
ら
ん
と
お
も
ふ
。

　
こ
の
論
文
で
漱
石
は
、
言
文
一
致
は
韻
致
と
か
精
細
と
か
言
う
が
、
決
し
て
余

韻
に
富
む
文
章
で
は
な
く
、
精
細
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
中
心
点
を
示

す
の
み
で
面
白
味
の
あ
る
文
章
と
い
う
も
の
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
長
々

し
く
叙
景
を
書
い
た
も
の
よ
り
、
漢
語
や
俳
句
に
、
中
心
点
を
つ
ま
み
連
想
を
含

ん
だ
韻
致
の
多
い
文
章
が
あ
る
。
全
く
違
わ
ず
自
然
を
写
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
し
、
大
し
た
価
値
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
、
連
想
に
ま
か
せ
て
中
心
点
さ
え
捉

え
れ
ば
足
り
る
、
と
論
じ
て
い
る
。
前
掲
、
読
書
に
つ
い
て
等
の
論
文
を
受
け
て
、

こ
こ
で
も
繰
り
返
し
、
精
緻
で
あ
る
こ
と
よ
り
選
択
の
き
い
た
文
章
、
柔
ら
か
い

和
文
よ
り
強
い
力
の
あ
る
漢
文
の
よ
う
な
文
章
、
漢
語
や
俳
句
の
よ
う
な
中
心
点

を
捉
え
連
想
を
含
ん
だ
韻
致
の
文
章
が
好
き
だ
と
、
日
本
的
、
東
洋
的
な
文
章
の

良
さ
を
力
説
し
て
い
る
。
し
か
し
漱
石
の
文
章
論
は
、
決
し
て
日
本
や
東
洋
と
い

う
一
方
的
な
も
の
で
は
な
く
、
西
洋
の
文
章
か
ら
も
照
射
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

特
徴
が
あ
る
。
続
く
、
短
文
「
将
来
の
文
章
」
で
は
、
逆
に
西
洋
の
立
場
か
ら
、

西
洋
と
日
本
の
言
葉
や
文
章
に
つ
い
て
を
比
較
し
て
論
じ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
漱
石
は
、
ま
ず
く
近
頃
の
文
章
で
は
未
だ
充
分
に
思
想
が
あ
ら
は
さ
れ

ぬ
〉
と
宣
言
す
る
。
そ
し
て
、
留
学
に
よ
っ
て
、
私
の
頭
脳
は
〈
半
分
西
洋
で
、

半
分
は
田
本
〉
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
西
洋
の
思
想
で
考
え
た
こ
と
が
く
ど
う

し
て
も
充
分
の
日
本
語
で
は
書
き
現
は
さ
れ
な
い
〉
の
で
あ
る
。
こ
の
理
出
は

〈
藍
本
語
に
は
単
語
が
不
足
だ
し
、
説
明
法
も
面
白
く
な
い
〉
か
ら
で
あ
る
。
反
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め
る
為
め
に
は
、
許
さ
れ
得
べ
き
の
み
な
ら
ず
六
実
に
必
要
で
あ
る
。
或
場

　
　
合
に
在
っ
て
は
、
多
少
の
創
造
を
許
す
が
故
に
充
分
a
t
t
r
a
C
t
i
V

　
　
e
と
な
り
、
a
t
t
r
a
C
t
i
V
e
で
あ
っ
て
初
め
て
芸
術
的
に
リ
ヤ
ル

　
　
と
な
る
。
か
う
や
っ
た
ら
事
実
に
違
は
う
か
、
さ
う
し
た
ら
曉
に
な
ら
う
か
、

　
　
と
戦
々
競
々
と
し
て
徒
に
材
料
た
る
事
物
の
奴
隷
と
な
る
の
は
文
学
の
事
で

　
　
は
な
い
。
感
興
の
赴
く
所
、
創
造
の
思
ひ
切
り
が
大
切
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
漱
石
は
、
リ
ヤ
ル
と
は
説
述
の
裏
に
同
化
し
た
真
偽
の
躊
躇
う
こ
と
の

な
い
状
態
で
、
そ
こ
に
、
多
少
の
創
造
を
許
す
故
に
a
t
t
r
a
C
t
i
V
e
と

な
り
、
初
め
て
芸
術
的
に
リ
ヤ
ル
に
な
る
、
と
言
う
。
前
掲
論
文
「
文
学
談
片
」

で
、
事
件
、
人
物
、
筋
を
、
た
だ
書
く
だ
け
で
な
く
、
社
会
、
背
景
描
写
か
ら
湧

き
出
す
よ
う
に
書
く
と
言
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
の
漱
石
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
リ
ヤ

ル
と
は
、
単
に
事
実
を
描
く
と
い
う
の
で
は
な
く
、
事
実
か
ら
事
実
の
奥
に
潜
む

真
実
を
創
造
を
交
え
て
穿
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
続
け
て
、
お
よ
そ
世
の
中
は

発
達
す
る
と
く
単
純
か
ら
複
雑
〉
に
な
る
。
文
章
は
本
来
〈
ど
こ
ま
で
が
思
想
で

ど
こ
ま
で
が
技
術
か
分
か
ら
ぬ
程
単
純
な
も
の
〉
で
あ
る
が
、
人
が
文
章
を
〈
捏

ね
廻
し
て
み
る
う
ち
に
、
自
ら
実
質
と
技
術
と
が
分
れ
る
〉
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。

や
が
て
〈
文
章
も
実
質
と
技
巧
と
を
分
け
て
観
る
こ
と
が
出
来
る
〉
よ
う
に
な
る
。

そ
こ
で
〈
或
人
は
技
巧
の
み
を
抽
い
て
観
る
し
、
或
人
は
実
質
の
み
を
意
い
て
観

る
〉
こ
と
と
な
り
、
即
ち
〈
f
O
r
m
（
形
）
に
重
き
を
置
く
技
巧
派
と
、
m
a

t
t
e
r
（
質
）
を
主
と
す
る
実
質
派
と
も
名
づ
く
べ
き
二
流
派
を
生
ず
る
〉
こ

と
と
な
っ
た
。
文
章
界
も
、
複
雑
に
な
っ
た
結
果
〈
古
く
よ
り
あ
っ
た
思
想
派
の

外
に
近
頃
技
巧
派
〉
が
出
来
た
。
だ
が
現
在
は
、
ど
ん
な
平
凡
な
こ
と
で
も
く
写

す
技
巧
さ
へ
確
か
〉
で
あ
れ
ば
か
ま
わ
な
い
。
平
た
く
言
え
ば
〈
事
柄
は
面
自
く

な
い
が
叙
述
は
う
ま
か
ら
う
、
と
云
ふ
傾
向
〉
に
な
っ
て
い
る
、
と
言
う
。
そ
し

て
、
現
在
の
文
章
や
文
学
世
界
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
議
論
の
原
則
と
し
て
は
、
技
巧
で
書
い
た
者
は
技
巧
に
観
る
。
趣
向
が
主

　
　
な
ら
趣
向
を
見
る
。
人
情
の
機
微
を
写
し
た
者
な
ら
人
情
の
機
微
を
観
る
。

　
　
唯
極
端
に
走
り
余
弊
に
陥
っ
た
今
の
写
生
文
家
は
、
趣
向
、
結
構
（
c
o
m

　
　
P
o
s
i
t
i
o
n
）
、
筋
、
仕
組
み
（
P
l
o
t
）
を
考
へ
な
け
れ
ば
な

　
　
ら
ぬ
。

　
　
　
技
巧
派
の
弊
が
斯
の
辺
に
あ
る
に
対
し
て
、
実
質
派
の
堕
落
の
一
は
、
唯

　
　
筋
を
運
ぶ
よ
り
外
に
何
も
知
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ら
う
。
其
筋
も
面
白
け
れ
ば
だ

　
　
が
、
つ
ま
ら
ぬ
人
情
話
を
容
赦
も
な
く
運
ん
で
行
く
。
丸
で
地
図
を
披
い
て

　
　
見
て
居
る
様
だ
。
或
は
造
船
の
設
計
を
眺
め
て
居
る
様
だ
。

　
漱
石
は
、
文
章
界
が
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
小
説
を
読
む
上
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
技
巧
は
技
巧
、
趣
向
は
趣
向
、
人
情
は
人
情
と
、
そ
の
機
微
を
観

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
現
在
の
写
生
文
家
は
、
趣
向
、
結
構
、
筋
、
仕
組
を
考

え
な
い
し
、
実
質
派
は
、
た
だ
筋
を
運
ぶ
こ
と
よ
り
何
も
知
ら
な
い
と
批
判
す
る
。

こ
れ
は
ま
た
、
文
章
と
は
、
主
題
か
、
表
現
か
、
と
い
う
宿
命
的
な
課
題
で
も
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
結
論
は
、
文
章
や
小
説
の
理
論
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
以
後

の
文
学
界
を
予
言
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。
大
正
の
末
年
か
ら
昭
和
の
始

め
に
、
文
学
界
は
、
思
想
派
と
表
現
派
に
分
裂
し
、
人
生
の
た
め
の
芸
術
（
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
学
等
）
と
芸
術
の
た
め
の
芸
術
（
新
感
覚
派
等
）
の
対
立
と
な
っ
た
。

　
漱
石
の
文
章
論
は
、
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
重
な
り
合
う
と
こ
ろ
も
多
い
の
だ
が
、
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於
い
て
も
く
通
常
の
人
に
投
ず
る
文
が
勝
利
を
得
て
ゆ
く
の
は
無
論
の
事
〉
で
あ

る
。
し
か
し
〈
広
く
読
ま
れ
る
と
い
ふ
事
と
、
文
学
上
真
価
が
あ
る
と
い
ふ
事
と

は
違
ふ
〉
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
く
傑
作
必
ず
し
も
勢
力
を
得
ず
、
勢
力
を
得
た
物

必
ず
し
も
傑
作
で
は
な
い
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
〈
如
何
な
る
文
章

が
最
も
好
い
か
ら
一
般
に
普
及
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
研
究
〉
に
な
る
、
と

論
じ
て
い
る
。

　
漱
石
は
前
掲
論
文
で
、
言
文
一
致
は
〈
荘
重
〉
で
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ

は
筆
者
の
〈
解
釈
〉
の
し
よ
う
が
く
荘
重
で
上
品
で
な
い
〉
か
ら
と
言
っ
て
い
た

が
、
こ
こ
で
も
言
文
一
致
そ
の
も
の
を
強
く
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
言

文
一
致
は
、
学
的
な
変
革
も
あ
る
が
、
社
会
の
時
の
流
れ
、
趨
勢
で
、
や
が
て
は

全
面
的
に
移
行
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
は
、
言
語
、
文
章
に

於
け
る
芸
術
性
と
い
う
も
の
が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
は
あ
り
、
双
方
を
兼
ね
添
え
た

最
も
好
い
文
章
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が

来
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
す
る
。
こ
の
問
題
を
漱
石
は
、
散
文
の
側
に
身
を
置
い
て

述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
芸
術
的
な
言
語
に
つ
い
て
は
、
詩
歌
の
世
界
で
大
き
な
命

題
と
な
っ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
さ
ら
に
、
も
う
一
作
、
初
期
の
漱
石
の
屈
指
の
文
章
論
は
「
文
章
一
口
話
」
で

あ
り
、
こ
こ
に
先
の
論
文
を
受
け
、
写
生
、
描
写
に
つ
い
て
が
、
よ
く
極
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
漱
石
は
、
最
近
の
文
章
は
〈
技
術
其
物
の
み
を
誉
め
る
〉
、
今

の
写
生
文
家
は
〈
何
を
書
か
う
が
勝
手
だ
、
唯
其
叙
し
方
さ
へ
巧
み
な
れ
ば
よ

い
〉
と
考
え
る
。
そ
の
〈
写
叙
が
精
緻
で
あ
れ
ば
、
直
に
う
ま
い
と
云
ひ
面
白

い
〉
と
言
う
。
だ
が
、
巧
み
に
書
こ
う
と
す
る
の
は
く
何
を
言
ふ
か
の
目
的
に
多

大
の
注
意
を
払
は
ぬ
〉
よ
う
に
な
る
。
描
き
出
さ
れ
た
部
分
は
〈
明
白
に
巨
細
に

写
さ
れ
て
、
間
然
す
る
所
が
な
い
程
な
技
巧
〉
を
示
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
読

ん
だ
あ
と
は
く
何
だ
か
物
足
ら
な
い
。
淡
白
で
飽
き
足
ら
な
い
の
で
は
な
い
。
何

だ
か
不
満
足
〉
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
〈
或
は
中
心
が
無
い
、
或
は
山
が
無
い
、

或
は
人
を
惹
き
付
け
る
力
が
無
い
〉
と
い
う
場
合
が
多
い
。
昨
今
の
写
生
家
は

〈
う
ま
く
写
生
が
出
来
て
み
る
か
も
知
れ
な
い
。
リ
ヤ
ル
か
も
知
れ
な
い
〉
、
し

か
し
〈
リ
ヤ
ル
で
あ
れ
ば
其
れ
で
充
分
だ
と
云
ふ
場
合
許
り
は
な
か
ら
う
〉
と
指

摘
し
て
い
る
。
そ
の
漱
石
の
見
解
は
〈
よ
し
有
の
儘
に
写
し
了
せ
て
も
、
a
t
t

r
a
C
t
i
V
e
で
な
け
れ
ば
物
足
ら
ぬ
。
a
t
t
r
a
C
t
i
V
e
で
あ
れ
ば
、

如
上
の
意
味
に
於
て
リ
ヤ
ル
で
な
く
て
も
構
は
ぬ
。
神
は
創
造
す
る
。
人
も
創
造

す
る
〉
が
よ
い
。
そ
し
て
、
リ
ヤ
ル
と
創
造
に
つ
い
て
〈
一
定
の
時
の
一
定
の
事

物
を
隅
か
ら
隅
ま
で
一
毫
一
厘
写
さ
ず
と
も
、
の
み
な
ら
ず
、
進
ん
で
一
葉
一
枝

一
山
一
水
の
鼻
翼
増
減
を
敢
て
す
る
と
も
、
宛
も
一
定
時
の
一
定
事
物
に
接
し
た

か
の
感
じ
を
与
へ
得
れ
ば
よ
い
〉
と
言
う
。
続
け
て
、
こ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
　
更
に
一
歩
を
進
め
る
と
、
何
時
か
何
処
か
に
果
し
て
存
在
し
又
は
存
在
す
べ

　
　
き
こ
と
を
要
せ
ぬ
、
唯
、
直
に
全
く
実
在
す
る
と
感
じ
ら
れ
、
実
在
す
る
で

　
　
あ
ら
う
か
せ
ぬ
で
あ
ら
う
か
と
遅
疑
す
る
余
裕
の
な
い
も
の
な
ら
ば
、
其
れ

で
沢
山
だ
。
是
亦
一
種
の
意
味
に
於
て
リ
ヤ
ル
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
て
の

リ
ヤ
ル
と
は
、
一
定
の
時
に
一
定
の
場
所
に
起
つ
た
事
物
の
証
拠
力
で
は
な

い
、
歴
史
的
考
証
力
で
も
な
い
、
躬
方
に
其
説
述
の
裏
に
同
化
し
真
偽
の
問

際
に
躊
躇
ふ
こ
と
な
き
境
涯
の
状
態
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
事
物

の
証
拠
力
と
し
て
は
許
さ
れ
ぬ
創
造
は
、
如
上
の
同
化
の
境
涯
を
真
覚
せ
し
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自
然
派
と
か
何
派
と
か
い
ふ
こ
と
も
妙
な
こ
と
で
、
一
体
文
学
は
進
め
ば

　
　
進
む
ほ
ど
あ
る
意
味
に
於
て
個
人
的
な
も
の
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。
だ
か
ら

　
　
別
段
何
々
派
だ
と
標
榜
す
る
必
要
も
な
か
ら
う
と
考
へ
ま
す
。
作
そ
の
も
の

　
　
に
直
ち
に
そ
の
作
者
の
人
格
、
個
人
性
が
出
て
来
る
。
メ
レ
デ
イ
ス
、
ス
テ

　
　
イ
ブ
ン
ソ
ン
、
キ
プ
リ
ン
グ
な
ど
の
作
に
は
、
執
れ
も
作
者
の
強
盛
な
人
格
、

　
　
個
人
性
が
現
は
れ
て
る
て
、
夫
々
独
自
の
特
色
を
有
し
て
み
る
。
強
い
人
格

　
　
が
出
て
み
る
か
ら
そ
の
作
は
従
っ
て
パ
ワ
フ
ル
で
、
は
っ
き
り
と
特
質
が
わ

　
　
か
る
。
近
代
個
人
主
義
の
発
達
と
も
無
論
関
係
は
あ
る
が
、
し
か
し
一
体
文

　
　
学
は
個
人
性
が
見
え
て
来
な
い
う
ち
は
ま
だ
幼
稚
な
も
の
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　
こ
こ
で
漱
石
は
、
文
学
を
何
々
派
で
あ
る
か
な
ど
と
言
っ
た
り
す
る
が
、
所
詮
、

文
学
は
個
人
的
な
も
の
で
、
作
品
そ
の
も
の
に
直
ち
に
作
者
の
人
格
や
個
人
性
が

現
れ
、
独
自
の
特
色
を
有
し
て
い
る
も
の
が
よ
く
、
個
人
性
が
見
え
な
い
文
学
は

幼
稚
な
も
の
と
言
う
。
直
接
的
で
は
な
い
が
、
こ
れ
は
先
程
の
文
章
論
に
通
じ
て

お
り
、
漱
石
は
、
文
章
自
体
も
、
小
説
の
背
景
や
人
事
も
、
作
品
、
作
者
も
、
強

く
個
性
的
で
あ
る
こ
と
を
求
め
、
望
ん
で
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
近
代
個
人
主
義

の
時
代
で
あ
り
、
ま
た
本
質
的
に
、
文
学
と
は
〈
個
人
性
〉
な
の
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
さ
て
、
漱
石
の
言
文
一
致
考
か
ら
、
読
書
、
文
章
習
練
、
作
品
批
評
と
見
て
き

た
と
こ
ろ
で
、
再
び
、
言
文
一
致
論
に
立
ち
返
り
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

そ
れ
ら
は
「
文
章
の
混
乱
時
代
」
に
、
最
も
良
く
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
漱
石
は
、
明
治
の
文
章
を
み
る
と
、
最
初
は
〈
馬
琴
調
の
余
焔
が
凄
じ

か
っ
た
が
、
そ
れ
が
衰
へ
て
西
鶴
張
が
流
行
し
、
次
に
雅
俗
折
衷
文
〉
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
日
の
文
章
は
〈
通
俗
文
、
即
ち
日
常
の
言
語
に
接
近
し
た
文
体
〉

と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
傾
向
の
原
因
は
〈
ロ
常
の
言
葉
を
使
へ
ば
思
ふ
存

分
の
事
が
言
へ
て
便
利
〉
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
こ
と
に
よ
る
。
文
学
的
文
章

に
於
い
て
も
く
社
会
が
文
学
者
や
文
学
的
頭
脳
を
持
つ
た
人
の
み
の
集
合
〉
で
は

な
く
、
む
し
ろ
〈
生
活
を
必
要
と
す
る
人
間
が
集
っ
て
居
る
社
会
〉
で
あ
る
以
上

は
、
ま
た
〈
何
の
方
面
か
ら
み
て
も
実
用
向
き
の
事
が
大
部
分
を
占
め
て
居
る
〉

以
上
は
、
自
ず
か
ら
〈
実
用
的
の
文
章
が
一
世
の
勢
力
を
占
め
る
の
は
自
然
の

勢
〉
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
昔
は
詩
的
な
言
葉
で
あ
っ
て
も
、
今
の
人
に
と
っ
て

〈
耳
遠
く
、
切
実
に
胸
に
響
か
ぬ
廃
物
〉
と
な
っ
て
い
る
し
、
現
代
の
人
自
身
が

〈
古
語
を
知
っ
て
居
ら
ぬ
か
ら
駄
目
〉
で
あ
る
。
漢
書
を
読
む
と
く
一
語
に
し
て

複
雑
な
る
意
味
を
現
は
す
便
利
な
字
〉
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
応
用
で
き
る
の
は

く
狭
い
範
囲
〉
で
、
や
む
を
得
ず
〈
仮
名
を
混
ぜ
て
通
俗
平
易
に
書
く
〉
よ
う
に

な
る
。
ま
た
、
人
間
の
頭
脳
は
時
代
に
よ
り
く
簡
単
か
ら
複
雑
〉
に
変
わ
っ
て
来

る
か
ら
、
文
学
的
文
章
で
も
〈
実
用
向
な
通
俗
語
を
借
り
、
現
代
の
要
求
に
応
じ

て
出
来
た
言
語
を
使
っ
て
、
此
欠
陥
を
補
ふ
〉
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
代
の

〈
通
俗
語
に
は
歴
史
的
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
な
い
〉
か
ら
、
ど
う
も
く
歴
史
上

の
美
的
な
、
奥
床
し
い
感
〉
は
起
こ
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
大
勢
を
占
め
つ
つ
あ
る

通
俗
文
で
あ
る
が
、
他
方
に
は
〈
特
殊
感
情
を
現
は
さ
う
と
す
る
人
に
よ
っ
て
、

文
章
体
が
保
た
れ
て
〉
い
る
。
だ
が
、
や
が
て
は
く
大
勢
力
は
通
俗
文
に
帰
し
て

ゆ
く
〉
の
で
あ
る
。
社
会
は
〈
中
等
社
会
が
最
も
勢
力
が
あ
る
〉
か
ら
、
文
学
に
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の
文
章
と
は
、
力
が
あ
っ
て
、
間
怠
っ
こ
く
な
く
、
達
意
で
自
由
自
在
、
気
取
っ

て
な
く
、
簡
潔
で
締
ま
っ
て
い
る
も
の
。
さ
ら
に
、
和
文
の
よ
う
な
柔
ら
か
い
だ

ら
だ
ら
し
た
も
の
で
な
く
、
漢
文
の
よ
う
に
雄
々
し
く
強
い
も
の
、
写
生
的
な
も

の
も
好
き
だ
が
、
凝
っ
た
小
刀
細
工
的
な
気
取
っ
た
文
章
は
嫌
い
。
そ
し
て
、
徒

に
だ
ら
だ
ら
し
た
も
の
、
み
だ
り
に
調
子
の
あ
る
文
章
は
、
好
ま
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
分
析
は
、
東
洋
、
西
洋
の
文
章
に
深
く
及
ん
で
お
り
、
漱
石
の

高
い
読
書
実
績
に
裏
打
ち
さ
れ
た
文
章
観
を
告
げ
て
、
余
り
あ
る
論
文
で
あ
る
。

当
然
の
こ
と
本
人
自
身
も
、
こ
の
よ
う
な
力
強
く
簡
潔
な
文
章
を
書
く
こ
と
を
心

掛
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
読
書
に
よ
っ
て
、
物
事
に
対
す
る

解
釈
力
も
荘
重
さ
も
、
充
分
に
高
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
文
章
観

を
見
る
と
、
ま
る
で
漱
石
の
性
格
そ
の
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
さ
て
、
先
の
小
説
の
描
写
論
に
戻
る
こ
と
に
す
る
が
、
続
く
「
文
学
談
片
」
に
、

よ
り
端
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
小
説
を
書
く
場
合
、
小
説
中
の
事

件
や
人
物
の
性
格
だ
け
で
な
く
＜
背
景
を
描
く
こ
と
も
必
要
〉
で
、
背
景
は
〈
小

説
中
の
人
物
の
活
く
舞
台
で
あ
っ
て
、
人
物
を
囲
ん
で
る
四
辺
の
光
景
〉
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
〈
小
説
を
書
い
て
全
篇
が
活
動
す
る
為
に
は
、
是
非
と
も
社
会
其
物
を

写
し
、
そ
の
活
動
し
て
る
社
会
の
中
か
ら
肝
腎
の
要
件
と
な
る
筋
が
自
ら
湧
き
出

す
や
う
に
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
〉
と
言
う
。
そ
し
て
、
文
学
は
〈
天
然
と
人
事
〉

で
あ
る
が
、
人
事
に
つ
い
て
は
〈
P
o
s
i
t
i
v
e
と
N
e
g
a
t
i
v
e
＞

が
あ
る
。
そ
れ
は
く
自
ら
失
敗
を
し
て
其
を
面
白
く
興
ず
る
極
め
て
陽
気
な
文

学
〉
、
即
ち
〈
積
極
的
〉
な
も
の
と
、
た
だ
〈
厭
悪
の
情
を
表
は
す
。
比
傾
向
は

破
壊
的
で
あ
る
、
建
設
的
で
な
い
〉
、
故
に
〈
消
極
的
〉
な
も
の
と
が
あ
る
、
と

論
じ
て
い
る
。
前
掲
論
文
で
も
説
い
て
い
た
が
、
漱
石
は
小
説
を
書
く
場
合
、
事

件
や
人
物
だ
け
で
な
く
、
背
景
、
舞
台
、
社
会
そ
の
も
の
を
写
し
、
そ
こ
か
ら
筋

を
湧
き
出
さ
せ
る
、
と
言
う
。
重
ね
て
、
生
々
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
な
、
状
況
、

背
景
描
写
の
大
切
さ
を
強
調
す
る
。
ま
た
小
説
の
人
物
に
は
、
積
極
的
な
も
の
と

消
極
的
な
も
の
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
漱
石
は
、
我
国
の
文
学
に
は
、
消

極
的
な
も
の
が
多
す
ぎ
る
と
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
理
論
か
ら
、
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

く
「
夏
目
漱
石
氏
文
学
談
」
で
、
島
崎
藤
村
や
国
木
田
独
歩
の
小
説
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
鑑
賞
を
試
み
て
い
る
。

　
こ
の
論
文
で
漱
石
は
、
藤
村
の
『
破
戒
」
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、
こ
の
小
説

の
読
後
感
は
〈
わ
れ
知
ら
ず
引
き
つ
け
ら
れ
る
ほ
ど
に
面
白
い
と
い
ふ
も
の
で
は

な
い
が
、
読
ん
で
了
つ
た
あ
と
で
は
何
と
な
く
実
の
あ
る
も
の
を
読
ん
だ
様
な
気

が
し
ま
し
た
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
文
章
も
、
読
む
方
で
は
く
極
め
て

無
造
作
に
見
て
了
っ
て
、
左
程
修
飾
の
加
は
つ
た
も
の
と
は
思
は
れ
な
い
〉
作
品

だ
が
、
し
か
し
、
書
か
れ
た
作
者
は
〈
随
分
骨
を
折
っ
て
苦
心
し
た
も
の
で
せ

う
〉
と
推
測
す
る
。
さ
ら
に
〈
文
章
の
上
か
ら
い
っ
て
も
新
し
い
〉
、
何
と
な
く

＜
西
洋
の
小
説
を
読
ん
だ
や
う
な
気
が
し
た
〉
と
語
っ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
、

国
木
田
独
歩
に
つ
い
て
は
〈
『
巡
査
』
と
い
ふ
あ
の
極
短
か
い
の
が
一
番
い
、
〉

と
思
う
。
兎
に
角
〈
新
し
い
と
こ
ろ
の
あ
る
作
だ
と
い
ふ
こ
と
は
事
実
だ
が
、
千

人
中
一
人
の
上
に
の
み
在
り
得
る
事
が
多
く
書
い
て
あ
る
〉
と
言
う
。
そ
れ
は

く
何
と
い
ふ
こ
と
は
な
い
一
寸
し
た
作
を
書
い
て
、
唯
そ
れ
だ
け
の
も
の
で
、
面

白
い
も
の
は
ド
オ
デ
エ
な
ど
に
も
あ
る
〉
と
批
評
し
て
い
る
。
さ
ら
に
文
学
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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る
。
正
に
文
章
は
、
筆
者
の
人
格
や
人
間
性
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
こ
の
論
文
「
現
時
の
小
説
及
び
文
章
に
付
て
」
を
礎
石
と
し
て
、
初
期
の

文
章
論
は
進
ん
で
い
く
。

　
そ
れ
で
は
次
に
、
漱
石
自
身
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
文
章
を
好
ん
で
い
る

の
か
、
或
い
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
解
釈
力
や
荘
重
さ
を
身
に
付
け
た
の
か
、
に

つ
い
て
考
え
て
み
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
少
々
遠
回
り
に
な
る
が
、
漱
石
の
読
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
つ
い
て
を
考
察
す
る
の
が
よ
い
方
法
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
「
予
の
愛
読
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

「
余
が
文
章
に
稗
益
せ
し
書
籍
」
と
い
う
、
一
つ
の
論
文
が
あ
る
の
で
紹
介
し
よ
う
。

　
一
つ
目
の
論
文
で
、
僕
は
〈
漢
文
が
好
き
〉
で
、
い
わ
ゆ
る
〈
和
文
と
い
ふ
も

の
は
余
り
好
か
ぬ
〉
し
、
ま
た
、
漢
文
で
も
〈
山
陽
な
ど
の
書
い
た
の
は
余
り
好

か
ぬ
〉
が
、
同
じ
日
本
の
漢
文
で
も
〈
享
保
時
代
の
も
の
は
却
て
面
白
い
〉
と
思

う
。
そ
し
て
〈
人
は
擬
古
文
と
い
う
て
軽
蔑
す
る
が
、
僕
は
面
白
い
〉
と
思
う
、

と
述
べ
て
い
る
。
漱
石
の
漢
文
の
教
養
の
高
さ
は
有
名
だ
が
、
そ
の
慧
眼
は
無
論

の
こ
と
西
洋
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
西
洋
の
文
学
で
は
、
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
、

メ
レ
デ
イ
ス
の
文
章
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
ま
ず
、
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
文
章

は
〈
力
が
あ
っ
て
、
簡
潔
で
、
ク
ド
／
＼
し
い
所
が
な
い
、
女
々
し
い
所
が
な

い
〉
　
〈
ハ
キ
／
＼
し
て
よ
い
心
持
だ
〉
　
〈
書
い
た
文
句
は
活
き
て
動
い
て
居
る
〉

と
言
う
。
ま
た
、
メ
レ
デ
イ
ス
に
つ
い
て
は
〈
警
句
家
で
あ
る
。
警
句
と
い
ふ
意

味
は
短
い
文
章
の
中
に
非
常
に
多
く
の
意
味
を
籠
め
て
い
ふ
こ
と
〉
で
あ
り
、
メ

レ
デ
イ
ス
は
〈
人
の
性
格
を
ブ
イ
ロ
ソ
フ
イ
カ
リ
ー
に
ア
ナ
ラ
イ
ズ
す
る
こ
と
な

ど
は
実
に
う
ま
い
も
の
だ
。
又
次
に
は
非
常
に
詩
的
な
所
が
あ
る
。
詩
的
な
シ
チ

ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
ら
ま
へ
て
巧
み
に
描
写
す
る
〉
と
評
し
て
い
る
。
続
く
二
つ

目
の
論
文
で
は
、
漱
石
が
文
章
の
鍛
練
で
役
に
立
っ
た
文
章
は
、
英
文
で
は
ス
チ
ー

ブ
ン
ソ
ン
と
キ
ッ
プ
リ
ン
グ
で
、
そ
の
製
出
は
、
い
ず
れ
も
く
文
章
に
力
が
あ
っ

て
問
緩
こ
く
な
い
〉
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
写
実
的
な
も
の
と
し
て
は
、
ス
イ
フ
ト

の
ガ
リ
バ
ー
ズ
・
ト
ラ
ベ
ル
で
、
そ
れ
は
、
実
に
〈
達
意
で
、
自
由
自
在
で
、
気

取
っ
て
み
な
い
〉
か
ら
と
言
う
。
ま
た
国
文
で
は
、
大
宰
春
台
の
『
独
語
」
、
大

橋
訥
庵
『
貴
意
小
言
』
な
ど
で
、
そ
れ
は
く
き
ち
／
＼
締
っ
て
み
て
気
持
ち
が
よ

い
〉
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
漢
文
で
は
く
享
保
時
代
の
祖
棟
一
派
の
文
章
が
好

き
〉
で
あ
り
、
な
ぜ
な
ら
ば
く
簡
潔
で
句
が
締
っ
て
み
る
〉
か
ら
で
、
安
井
息
軒

の
文
章
は
〈
軽
薄
で
な
く
浅
薄
で
な
く
〉
て
よ
い
、
ま
た
野
鶴
梁
の
〈
『
鶴
梁
全

集
」
も
面
白
く
読
ん
だ
〉
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
は
、
次
の
よ
う
に
締
め

括
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
一
膿
に
自
分
は
和
文
の
や
う
な
、
柔
か
い
だ
ら
／
＼
し
た
も
の
は
嫌
ひ
で
、

　
　
漢
文
の
や
う
な
強
い
力
の
あ
る
、
即
ち
雄
勤
な
も
の
が
好
き
だ
。
ま
た
写
生

　
　
的
の
も
の
も
好
き
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
俳
文
の
や
う
な
、
妙
に
凝
っ
た
小
刀

　
　
細
⊥
的
の
も
の
は
嫌
ひ
だ
。
俳
文
は
気
取
ら
な
い
や
う
で
、
ひ
ど
く
気
取
つ

　
　
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
喜
ぶ
の
は
、
丁
度
楽
隠
居
が
古
茶
碗
一
つ
を
ひ
ね

　
　
く
っ
て
嬉
し
が
る
の
と
同
じ
事
だ
。
徒
に
だ
ら
／
＼
し
た
『
源
氏
物
語
』
、

　
　
み
だ
り
に
調
子
の
あ
る
「
馬
琴
も
の
」
、
「
近
松
も
の
」
、
さ
て
は
『
雨
月
物

　
　
語
』
な
ど
も
好
ま
な
い
。
「
西
鶴
も
の
」
は
読
ん
で
面
白
い
と
は
思
ふ
が
、

　
　
さ
て
真
似
る
気
に
は
な
れ
ぬ
。
漢
文
も
寛
政
の
三
博
士
以
後
の
も
の
は
い
や

　
　
だ
。
山
陽
や
小
竹
の
も
の
は
だ
れ
て
る
て
厭
味
で
あ
る
。
自
分
は
嫌
ひ
だ
。

　
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
論
文
で
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
漱
石
の
好
み
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切
り
は
な
し
た
一
幕
其
者
が
、
生
き
て
み
な
け
れ
ば
、

と
て
、
そ
れ
丈
で
は
満
足
出
来
ぬ
と
思
ふ
。

事
件
許
り
活
動
し
た

写
生
的
に
書
く
と
云
ふ
こ
と
は
、
話
の
筋
ば
か
り
書
か
な
い
で
全
体
が
躍
出

す
る
様
に
描
写
す
る
方
法
だ
か
ら
、
つ
ま
り
一
つ
話
を
見
て
も
届
書
の
様
に

要
件
の
こ
と
許
り
で
な
く
、
ど
こ
か
に
、
余
裕
が
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。

　
よ
く
現
状
を
看
破
し
て
い
る
指
摘
と
思
わ
れ
る
。
再
説
す
れ
ば
、
つ
ま
り
現
在

の
小
説
は
、
写
生
が
確
実
で
は
な
く
、
写
生
と
言
い
な
が
ら
、
そ
れ
は
想
像
で
あ

る
。
ま
た
、
戦
標
す
る
よ
う
な
事
件
で
人
を
引
き
入
れ
て
お
り
、
平
淡
な
事
柄
で

読
者
を
引
き
込
む
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
小
説
は
、
事
件
だ
け
で
な
く
、
前
後

に
関
係
の
な
い
場
面
で
あ
っ
て
も
、
生
き
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
写
生
的
に
書

く
と
い
う
こ
と
は
、
話
の
筋
ば
か
り
で
な
く
、
全
体
が
躍
出
す
る
よ
う
に
描
写
す

る
方
法
で
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

世
の
中
の
全
体
を
詳
し
く
写
す
こ
と
は
誰
で
も
出
来
ぬ
け
れ
ど
、
或
場
合
に

は
さ
う
云
ふ
要
ら
ざ
る
こ
と
を
か
、
ぬ
と
文
章
に
色
彩
が
な
い
。
色
彩
は
修

辞
的
の
も
の
だ
と
云
ふ
け
れ
ど
、
質
種
の
色
彩
は
薄
ペ
ラ
な
も
の
で
、
本
当

の
活
動
し
て
い
る
物
を
背
景
と
し
て
其
中
に
世
の
中
の
物
を
活
動
し
て
る
様

に
描
く
の
が
真
の
色
彩
で
あ
る
。

今
の
小
説
の
多
く
は
普
通
の
程
度
以
上
、
即
ち
実
際
有
り
得
る
程
度
以
上
、

人
間
の
感
情
な
ど
を
、
ゴ
ム
を
延
ば
す
様
に
引
き
上
げ
る
。

極
端
ま
で
人
間
の
感
情
を
釣
り
上
げ
る
こ
と
は
、
余
裕
が
な
い
様
で
も
あ
る

し
、
又
作
者
が
読
者
の
同
情
を
強
ひ
る
様
な
傾
に
な
る
。

　
こ
こ
で
は
、
小
説
を
書
く
上
で
、
一
見
、
い
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
書
か

な
い
と
、
文
章
に
色
彩
が
な
く
な
る
。
色
彩
と
は
、
修
辞
的
な
も
の
を
い
う
の
だ

が
、
そ
れ
は
、
表
面
の
活
動
を
背
景
と
し
て
、
そ
の
奥
に
あ
る
活
動
を
描
く
こ
と

に
あ
る
。
ま
た
、
登
場
人
物
の
感
情
な
ど
を
、
極
端
に
釣
り
上
げ
強
調
し
て
書
く

の
で
は
、
余
裕
が
な
く
な
る
し
、
そ
れ
は
、
作
者
の
思
い
を
読
者
に
強
い
る
こ
と

に
な
る
、
と
言
っ
て
い
る
。
小
説
の
描
写
、
修
辞
に
つ
い
て
の
言
及
で
あ
り
、
未

だ
充
分
で
は
な
か
っ
た
ロ
本
の
小
説
の
描
写
作
法
へ
の
卓
越
し
た
助
言
と
思
わ
れ

る
。　

続
け
て
、
文
章
に
は
〈
物
で
も
人
意
で
も
そ
れ
を
如
何
に
解
釈
す
る
か
が
現
は

れ
る
〉
も
の
で
、
こ
の
〈
解
釈
の
方
法
が
、
巧
く
出
来
れ
ば
巧
い
文
章
〉
で
あ
る
。

解
釈
が
〈
人
よ
り
深
け
れ
ば
勝
れ
た
る
文
章
家
〉
に
な
れ
る
の
で
、
文
章
は
〈
字

を
知
る
よ
り
は
寧
ろ
物
を
観
察
す
る
こ
と
〉
で
あ
り
、
物
を
〈
如
何
に
感
ず
る

か
〉
で
あ
る
、
と
言
う
。
最
後
に
、
昨
今
の
文
章
に
つ
い
て
〈
言
文
一
致
が
荘
重

で
な
い
と
云
は
れ
る
の
は
、
彼
の
解
釈
の
し
様
が
、
荘
重
で
上
品
で
な
い
か
ら
で
、

そ
の
解
釈
さ
へ
上
品
な
ら
ば
自
ら
上
品
の
も
の
が
出
来
る
〉
と
厳
し
い
注
文
を
付

け
て
い
る
。
漱
石
の
説
く
文
章
力
と
は
、
結
局
、
筆
者
自
身
の
事
物
や
人
間
に
対

す
る
解
釈
の
仕
方
、
つ
ま
り
、
観
察
力
、
洞
察
力
に
帰
着
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
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夏
昌
漱
石
の
文
章
論

キ
ー
ワ
ー
ド

　
言
語
　
文
章

描
写
　
写
生
　
作
法

伊
　
藤
　
淑
　
人

要
約

　
夏
目
漱
石
が
、
英
国
留
学
を
終
え
帰
国
し
た
直
後
に
書
い
た
、
言
文
一
致
論
、

小
説
描
写
論
か
ら
、
名
高
い
論
文
「
写
生
文
」
に
至
る
ま
で
の
文
章
論
を
纏
め
検

証
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
西
洋
、
東
洋
の
豊
富
な
読
書
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
優
れ
た

論
文
の
数
々
で
あ
る
。
ま
た
「
写
生
文
」
は
、
ロ
本
の
俳
句
、
俳
文
か
ら
の
文
章

術
で
あ
り
、
明
治
時
代
に
あ
っ
て
は
、
独
特
の
文
章
論
で
あ
る
。
後
年
の
漱
石
文

学
の
礎
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

れ
る
。
傍
ら
高
浜
虚
子
と
交
わ
り
、
俳
体
詩
、
新
体
詩
、
連
句
な
ど
を
試
み
た
が
、

そ
の
虚
子
に
、
散
文
創
作
を
勧
め
ら
れ
、
雑
誌
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
「
吾
輩
は
猫

で
あ
る
」
を
掲
載
し
好
評
を
得
た
。
こ
れ
に
気
を
良
く
し
て
、
「
倫
敦
塔
」
「
坊
っ

ち
ゃ
ん
」
「
漂
虚
集
」
「
草
枕
」
「
野
分
」
と
精
力
的
に
小
説
を
創
作
、
発
表
し
て

い
く
。
華
々
し
い
、
学
者
漱
石
、
小
説
家
漱
石
の
出
発
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
、

我
が
国
の
文
学
状
況
、
当
代
の
文
学
界
に
も
鋭
い
視
線
は
向
け
ら
れ
て
い
た
。
特

に
、
当
時
の
課
題
で
あ
っ
た
言
文
一
致
運
動
を
始
め
と
す
る
文
章
や
小
説
の
描
写
、

及
び
言
語
や
読
書
な
ど
に
つ
い
て
を
数
多
く
言
及
し
て
い
る
。
本
論
考
で
は
、
漱

石
の
帰
国
直
後
の
文
章
論
に
つ
い
て
を
検
証
し
、
そ
の
後
の
展
望
を
考
察
す
る
。

　
ま
ず
最
初
に
、
漱
石
の
文
章
論
の
出
発
点
は
「
現
時
の
小
説
及
び
文
章
に
付

（
1
）

て
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
当
代
の
日
本
の
文
章
や
描
写
に
つ
い
て
を
分
析
し
、
次
の

よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

一
篇
々
々
の
書
き
振
り
が
写
生
的
に
行
か
な
い
と
思
ふ
こ
と
が
多
い
。
写
生

的
に
行
っ
て
る
様
に
見
え
て
も
、
実
際
は
左
様
で
な
く
、
想
像
か
ら
出
来
た

も
の
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
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夏
目
漱
石
が
、
英
国
留
学
を
終
え
、
日
本
に
帰
国
し
た
の
は
、
明
治
三
十
六
年

一
月
（
三
舞
七
歳
）
で
あ
っ
た
。
一
挙
に
、
現
実
生
活
の
問
題
が
浮
上
し
、
借
家

探
し
な
ど
に
奔
走
、
神
経
衰
弱
の
症
状
さ
え
現
れ
た
が
、
四
月
に
は
東
京
帝
国
大

学
英
文
科
講
師
に
就
任
し
、
や
や
落
ち
着
い
た
。
大
学
で
は
、
英
文
学
の
講
義
、

例
の
文
学
論
の
講
義
を
開
き
大
盛
況
で
、
毎
日
、
文
学
論
の
ノ
ー
ト
作
り
に
追
わ

戦
標
せ
し
め
る
様
な
同
情
を
買
ふ
様
な
事
件
を
構
ら
へ
て
、
人
を
釣
る
事
が

主
で
、
平
淡
の
事
柄
の
中
に
自
ら
人
を
釣
り
込
む
と
云
ふ
書
き
方
を
為
な
い
。

従
っ
て
僕
等
に
は
物
足
ら
ぬ
心
持
が
す
る
の
だ
。

事
件
の
み
で
な
く
、
事
件
と
同
時
に
前
後
に
関
係
な
い
一
幕
、
即
ち
前
後
を


